
技術・家庭科 学習指導案

1 題材名 「計測・制御の技術を活用し、多くの人が生活しやすい戸田市をプランニングしよう」

【D (3)アイ (4)ア】

2 題材の目標

情報の技術の見方・考え方を働かせ、より安全で、多くの人がより過ごしやすい街の実現のために

プログラムの制作による実践的・体験的な活動を行い、生活や社会で利用されている情報の技術につ

いての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け、情報の技術と生活や社会、環境との関わ

りについて理解を深めるとともに、生活の中から情報の技術と安全に関わる問題を見いだして課題を

設定する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しよ

うとする実践的な態度を身に付ける。

3 観点別評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

生活や社会で利用されている 安全・ノーマライゼーションに よりよい生活の実現や持続可能

情報の技術についての科学的 関わる問題を見いだして、必要 な社会の構築に向けて、課題の

な原理・法則や基礎的な技術 な機能を持つプログラムや計 解決に主体的に取り組んだり、

の仕組み、情報モラルの必要 測・制御システムの設計・製作 振り返ったり改善したりして、

性及び、情報の技術と生活や などの課題を設定し、解決策を 情報の技術を工夫し創造しよう

社会、環境との関わりについ 構想し、実践を評価・改善、表 としている。

て理解しているとともに、安 現するなどして、課題を解決す

全・適切なプログラムの制 る力を身に付けているととも

作、動作の確認及びデバッグ に、よりよい生活の実現や持続

等ができる技能を身に付けて 可能な社会の構築を目指しで情

いる。 報の技術を評価し、適切に選

択、管理・運用、改良、応用す

る力を身に着けている。

4 指導目標

技術の見方・考え方を働かせ，プログラムに関する実践的・体験的な活動を通して，よりよい生活

や持続可能な社会を構築する資質・能力を育成することを目指す。



5 指導計画 (8時間）

指導事項 1 時 I . 学習活動
間

ー ・身近にある計測

制御の技術を調

べ、情報処理の仕

組みや手順、必要

な構成要素を理解

する。

・身近な計測制御

の技術の分析か

ら、製品に込めら

れた技術の視点を

探り、ノーマライ

ゼーション・エネ

ルギー・誤作動に

関する影響を考え

る。

知識・技能

計測制御システ

ムの基本的な仕

組みを理解す

る。

デジタル化の仕

組みについて理

解する。

0評価規準と評価方法

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報のデジタル 進んで情報の技術

化、システム化、 と関わり、主体的

情報セキュリティ に理解し、技能を

等に関わる技術が 身に付けようとし

最適化されてきた ている。

ことに気づくこと

ができる。

◇ワークシート

◇自己評価と

振り返りシート

2
 

•他教科も含む学

習経験を振り返

り、安全性・ノー

マライゼーション

と計測制御システ

ムのかかわりにつ

いて

安全性、ノーマラ

イゼーションの視

点を活かした計測

制御の技術が生活

や産業、農業など

に及ぼす影響を考

え、問題を見いだ

すことができる。

ワークシ 13

ョップ

・MESHの使い方

基本的なプログラ

ムの制作

安全・適切なプ

ログラムの制

作、センサやア

・Society5. 0の到 クチュエータも

来を見据えて、社 含めた動作の確

会の問題を解決す 認及びデバッグ

る計測制御システ

ムの活用方法をま

とめる。
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次時までの課題：M~$11を利用して改善できそうな場所（街中）のレポート
(jam 
14 
より住みやすい戸 条件を構想し、大 自分なりの新しい

borad) 田市を実現するた まかな動作を具体 考え方や捉え方に

めに、考えてきた 化できる。 よって解決策を構

問題発見 I I問題点と解決案を 想しようとしてい

課題処理 共有し、アクティ る。



ビティ図やシステ

ムの概略を構想図

に表す。(2人1

組）

5 製作 安全 ・ 適切なプ エネルギ ー 効率、

6 ログラムの制 誤作動、 安全性、

作、 動作の確認 ノ ー マライゼ ーシ

及びデバッグが ョンの視点からプ

できる。 ログラムを評価

し、 必要に応じて

デバッグを行う。

7 より良い社会、 生 問題解決とその過 自らの問題解決と

活の実現や持続可 程を振り返り、 社 その過程を振り返

能な社会の構築に 会や環境への影響 り、 より良いもの

向けた情報の技術 を考えて、 制作し となるように改

による問題の解決 たシステムがより 善・修正しようと

について、 グル ー 良いものとなるよ している。

プの考えを発表 うに改善及び修正

し、 相互評価す を考えることがで

る。 きる。

8 解決結果及び過程 プログラムの技術 多くの人のより良

を評価し、 改善・ が生活や社会、 環 い生活の実現に向

修正する方法につ 境さらに経済に与 けて、 制作を振り

いて考える。 える影響を考え、 返るなどして、 情

持続可能な社会構 報の技術とのかか

築に向けで情報の わりについて考え

技術を評価し、 適 ようとしている。

切に選択すること

ができる。
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